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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
高 ･低温, 化学物質などを作用させて開花刺激を減殺または消滅せしめることによって, 花芽形成の機
作を解明しようとする試みについてはすでに2, 3の報告があるが, 放射線を使用したのは本研究者が最
初である｡ 放射線は局部的に作用せしめ得る点およびその影響の現われ方が多様である点において他の万
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法より優れている｡ 本研究者が新しい手段によって可視的変化出現以前の花芽形成の初期段階を解析し,
各種花部器官の生理的に決定される時期を推定し得たことは, 開花生理学上重要な貢献であるばかりでな
く, 放射線の一般発育現象解析- の利用の可能性を示したものとして注目に値する｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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